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～今号の話題～ 

特定食品群における HACCP 制度化と流通食品の細菌学的検査成績 

 
 

１．はじめに 

我が国では食品の安全性を確保するために食品

添加物や放射性物質等についてのさまざまな規格

基準が定められている。その中でも微生物に関す

る成分規格として特定の食品について「食品、添

加物の規格基準」、「乳及び乳製品の成分規格等に

関する命令」が設定されている。さらに、これま

ではそうざい、洋生菓子などの食品群については

微生物基準だけでなく施設基準などを含めた衛生

的な取り扱いの指針となる「衛生規範」が定めら

れていた。しかし、食品衛生法の改正 1)により令

和 3 年 6 月から原則すべての食品等事業者は

「HACCP に沿った衛生管理」が義務けられた。

同時に、食品等事業者は自ら衛生管理計画を作成

するため、国が管理基準を定めていた「衛生規範」

は廃止された。 

微生物汚染における衛生規範廃止の影響を示す

ため、これまで衛生規範の対象となっていた食品

群について、衛生規範の廃止前後 5 年間における

細菌学的検査成績を報告する。 

 

２．調査対象 

平成 31 年 4 月～令和 6 年 3 月の 5 年間に東京

都保健所あるいは広域監視部食品監視部門が収去

した各種食品のうち、旧衛生規範に関わる食品

1,843 件を対象とした。内訳は「加熱済そうざい・

弁当（未加熱そうざいを含まないもの）」812 件、

「未加熱そうざい」495 件、「洋生菓子」396 件、

「生めん・ゆでめん類」89 件、野菜の漬物「一夜

漬・浅漬」51 件である。それぞれの検査項目及び

基準値を表 1 に示した。検査法は公定法、厚生労

働省通知による検査法 2)に準じて実施した。 

 

３．旧衛生規範に適合しない食品の検出状況比較 

旧衛生規範の対象となる検査項目にいずれか 1

項目以上不適合となった食品の検出状況は表 2 の

とおりである。「加熱済そうざい・弁当（未加熱そ

うざいを含まないもの）」は廃止前が 445 件中 0

件、廃止後が 367 件中 3 件（0.8%）であった。「未

加熱そうざい」は廃止前が 234 件中 7 件（3.0%）、

廃止後が 261 件中 4 件（1.5%）であった。「洋生

菓子」は廃止前が 189 件中 20 件（10.6%）、廃止

後が 207 件中 19 件（9.2%）であった。「生めん・

ゆでめん類」は廃止前が 38 件中 0 件、廃止後が

51 件中 1 件（2.0%）であった。「一夜漬・浅漬」

は廃止前に 23 件、廃止後に 28 件検査を実施した

が、該当する食品はなかった。食品別では「洋生

菓子」で検出率が比較的高い結果となった。洋生

菓子は加熱等の工程がない場合も多く、製造工程

で調理器具等を介して食材が汚染された場合、最

終製品まで微生物が残存する可能性がある。 

 

４．洋生菓子の細菌学的検査成績 

表 3 に「洋生菓子」で旧衛生規範に該当した食

品の検査成績を示した。不適合となった食品は 39

検体で廃止前に検査を行った 20 件、廃止後に検

査を行った 19 件であった。種類別ではチョコレ

ートケーキ類 11 件、シュークリーム類 10 件、チ

ーズケーキ類 3 件、モンブラン 3 件、アップルパ

イ 3 件、タルト類 3 件、その他 6 件であった。該

当項目別では廃止前が細菌数と大腸菌群が 1 件、

細菌数が 1 件、大腸菌群と黄色ブドウ球菌が 1 件、

大腸菌群が 16 件、黄色ブドウ球菌が 1 件であっ

た。廃止後は大腸菌群と黄色ブドウ球菌が 1 件、

大腸菌群が 18 件であり、大腸菌群の検出率が高

かった。MALDI-TOF MS を用いて検出された大

腸菌群の菌種を調べると、Enterobacter asbriae
が最も多く、次いで Klebsiella pneumoniae、K. 

variicola が多く検出された。 

 
５．まとめ 

 平成 31 年度から令和 5 年度に当センターに搬

入された旧衛生規範に該当する食品について細菌

学的検査を実施したところ、「洋生菓子」には旧衛

生規範に不適合となった食品の割合が高かった。

また、衛生規範廃止の前後で比較した場合、「未加

熱そうざい」、「洋生菓子」では廃止後に旧衛生規

範に適合しない食品の割合はやや減少したものの、

大きな変化は認められなかった。その他の食品群

は廃止以前から該当食品の割合が低く、廃止後も

大きな変化は認められなかった。 

令和 3 年に厚生労働省が実施した食品製造施設

に対するアンケート調査結果 3)では HACCP に基

づく衛生管理を実施していることによる効果につ



2 
 

いて 75%以上の施設が「従業員の意識の向上」、

「品質・安全性の向上」と回答している。また、

HACCP を導入することで微生物による汚染の低

減だけでなく異物混入の防止などの効果も期待で

きる。今後、HACCP による衛生管理が定着し、

従業員の教育・訓練が進み、定められた手順や方

法が日常の製造過程で順守されることで、さらな

る安全性の確保が期待される。 
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表 1．食品の旧衛生規範 

食品分類 細菌数（/g） 大腸菌群 大腸菌 黄色ブドウ球菌 腸炎ビブリオ 

 加熱済そうざい 

・弁当 

＞10 万 
（1.0 × 105） 

 
陽性 陽性 

 

 未加熱そうざい ＞100 万 
（1.0 × 106） 

    

 洋生菓子 ＞10 万 
（1.0 × 105） 

陽性 
 

陽性 
 

 生めん類 ＞300 万 
（3.0 × 106） 

 
陽性 陽性 

 

 ゆでめん類 ＞10 万 
（1.0 × 105） 

陽性 
 

陽性 
 

 一夜漬・浅漬  

 
陽性 

 
陽性 

 
 
 

表 2．旧衛生規範該当食品の細菌検出状況 

食品分類 
該当件数／検査件数（%） 

廃止前＊1 廃止後＊2 合計 

加熱済そうざい・弁当 0 / 445（0） 3 / 367（0.8） 3 / 812（0.4） 

未加熱そうざい 7 / 234（3.0） 4 / 261（1.5） 11 / 495（2.2） 

洋生菓子 20 / 189（10.9） 19 / 207（9.2） 39 / 396（9.8） 

生・ゆでめん類 0 / 38（0） 1 / 51（2.0） 1 / 89（1.1） 

一夜漬・浅漬 0 / 23（0） 0 / 28（0） 0 / 51（0） 

＊1：平成 31 年 4 月～令和 3年 5月 

＊2：令和 3年 6月～令和 6年 3月 
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表 3．旧衛生規範に適合しない洋生菓子の細菌検出状況 

品  名 廃止前＊1 廃止後＊2 合計 

チョコレートケーキ 8 3 11 

シュークリーム 7 3 10 

チーズケーキ 1 2 3 

モンブラン 1 2 3 

アップルパイ 0 3 3 

タルト 0 3 3 

その他 3 3 6 

合計 20 19 39 

＊1：平成 31 年 4 月～令和 3年 5月 

＊2：令和 3年 6月～令和 6年 3月 
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表１ 病原体搬入・検出状況（４種等）※                          

                                                 2024 年 7 月分 

コレラ菌 赤痢菌 チフス菌
パラチフス

Ａ菌
腸管出血性

大腸菌
結核菌

千代田区 1

中央区 2

港区 2 1

新宿区 3 1

文京区 1

台東区 2 2

墨田区

江東区

品川区 1 2

目黒区 2

大田区 5 4

世田谷区 1 2

渋谷区 3 1

中野区 1 1

杉並区 2

豊島区 2

北区 1

荒川区 1 1

板橋区 2

練馬区 2 1

足立区 1

葛飾区 1

江戸川区 2

町田市 1

八王子市 2 2

32 26

西多摩 1

多摩立川 2 1

南多摩 1

多摩府中 4 5

多摩小平 4

島しょ

1 1 12 6

1 1 44 32

20

機関名

区

市

都

健康安全研究センター
検出分

小　　計

合　　計

小　　計

 
※2016 年 4 月より、各保健所から搬入された検体を集計することとした 
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表２  検体搬入状況（全数把握対象疾患-五類）* 
2024 年 7 月分    

検体数 2024年累計

侵襲性インフルエンザ菌感染症（菌） 4 35

侵襲性髄膜炎菌感染症（菌） 2 5

侵襲性肺炎球菌感染症（菌） 11 68

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症（菌）
** 8 59

播種性クリプトコックス症（菌） 3 15
合  計 28 182  

*2016 年 4 月（第 37 巻 ・第 4 号）から追 加  **2023 年 5 月 本庁 通 知による名 称 変 更  
 
 

表３  病原微生物検出状況（食中毒関連） 
2024 年 7 月分 

検体数 2024年累計

大  腸  菌

毒素原性

組織侵入性

病原血清型

腸管出血性

その他・不明

サルモネラ

Ｏ４ 1 13
Ｏ７ 4
Ｏ８ 1
Ｏ９ 1
その他

不明

6 61
5

11 69
ボ ツ リ ヌ ス 菌

1

ノロウイルス (ＧⅠ） 14 212

ノロウイルス (ＧⅡ） 5 680
ノロウイルス ( ＧⅠ,ＧⅡ） 31
ロタウイルス 6 24
サポウイルス

アニサキス 3 20

クドア 1

46 1123合  計

エ ロ モ ナ ス
プレジオモナス・シゲロイデス

細菌

ウイルス

寄生虫

黄 色 ブ ド ウ 球 菌

Ｆ 型 ウ エ ル シ ュ 菌

リステリア・モノサイトゲネス

セレウス菌

Ｆ 型ボ ツ リ ヌ ス毒素産生
      クロストリジウム・バラティイ

菌　　種　　名

カ ン ピ ロ バ ク タ ー

腸 炎 ビ ブ リ オ

そ の 他 の ビ ブ リ オ
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表４   HIV 検査数及び陽性数 
2024 年 7 月分 

検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数 検査数 陽性数

検査数 90 2 56 0 0 0 146 2

2024年累計 2,938 21 933 0 8 0 3,879 21

性別不明 合計男性 女性

 
 ※東 京都 新宿 東 口検 査・相 談室 の 2024 年 1 月～3 月 実績を含む 
 
 
 
 

表５ 性感染症検査数及び陽性数 
2024 年 7 月分 

検査数 陽性 検査数 陽性 検査数 陽性

検査数 155 11 205 11 128 0

2024年累計 3,631 346 1,270 56 766 3

梅毒検査 クラミジア遺伝子検査 淋菌遺伝子検査

 
 ※東 京都 新宿 東 口検 査・相 談室 の 2024 年 1 月～3 月 実績を含む 
 

 

 

 

表６ 定点把握疾患別病原体分離状況 （ウイルス） 
2024 過去 3 か月 

定点種別 対象疾患名 検出病原体 5 月 6 月 7 月 合計 

小児科 

咽頭結膜熱 アデノウイルス   3   3 

ヘルパンギーナ エンテロウイルス   1   1 

水痘 エンテロウイルス   1   1 

インフル 

エンザ 

インフルエンザ及

びインフルエンザ

様疾患（ILI） 

インフルエンザウイルス AH1pdm09 1 1 7 9 

インフルエンザウイルス AH3   1   1 

インフルエンザウイルス B 型

Victoria 系統 
1     1 

眼科 流行性角結膜炎 アデノウイルス 1 1   2 

 

  

  



 

7 
 

 

 

◆東 京 都 微 生 物 検 査 情 報 ◆  
 ２ ０ ２ ４ 年  8 月 2 8 日  

 編 集 ・発 行  

  東 京 都 健 康 安 全 研 究 センター  
東 京 都 感 染 症 情 報 センター  

   〒1 6 9 - 0 0 7 3  
東 京 都 新 宿 区 百 人 町 3 - 2 4 - 1  

T E L ：0 3 - 3 3 6 3 - 3 2 1 3  
FA X ：0 3 - 5 3 3 2 - 7 3 6 5  
S 11 5 3 8 0 3 @ s e c t i o n . m e t r o . t o k y o . j p  

 h t t p s : / / i d s c . t m i p h . m e t r o . t o k y o . l g . j p /  
（ 2 0 2 3 年 7 月 1 日 よ り Ｕ Ｒ Ｌ を 変 更 し ま し た ）  


